
で
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
等
が
聞
こ
え

て
く
る
が
社
協
に
は
特
段
の
信
頼
を

寄
せ
て
お
り
こ
れ
か
ら
も
町
で
対
応

で
き
な
い
も
の
は
あ
ま
り
重
荷
に
な

ら
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
ら
社
協
と
は

連
絡
を
密
に
し
て
い
く
。

一
階
ロ
ビ
 

ー
で
の
喫
煙
場
所
を
検
討
し
な
が
ら

時
間
的
に
吸
わ
な
い
よ
う
に
や
っ
て

い
く
。
 タ
バ
コ
税
増
収
に
タ
バ
コ
販

売
促
進
協
議
会
の
力
が
大
分
寄
与
し

て
い
る
こ
と
か
ら
財
源
を
見
な
が
ら

で
き
る
だ
け
補
助
金
の
ア
ッ
プ
を
考

え
て
い
き
た
い
。」
 

木
下
教
育
長
 

「斜
陽
館
の
制
服
は
十
・
十
一
・

十
二
年
度
に
配
布
し
た
が
十
三
年
度

か
ら
は
財
政
上
厳
し
い
た
め
予
算
要

求
を
し
て
お
ら
ず
、
配
布
さ
れ
た
制

服
は
館
内
掃
除
や
雪
か
き
な
ど
で
一

年
で
消
耗
す
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
は
三
味
線
会
館
及
び
一
般

職
員
と
の
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
町
 

(
 

長
、
財
政
と
検
討
し
て
い
く
。」
 

教
育
次
長
 

「民
俗
資
料
館
の
桜
の
枝
は
企
画

観
光
課
と
協
議
し
て
早
急
に
切
り
払

い
を
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。」
 

企
画
観
光
課
長
 

「火
祭
り
の
実
質
的
実
行
者
で
あ

る
角
田
周
さ
ん
に

こ
れ
に
か
わ
る

種
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
産
業
文
化
祭
り
だ
け
で
は
な
く

そ
れ
以
外
の
何
か
で
き
な
い
か
と
い

う
気
持
ち
で
は
い
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
こ
の
企
画
等
が
立
案
さ
れ
た
段

階
で
町
と
し
て
も
財
政
と
検
討
し
な

が
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
協
力
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。」
 

総
務
課
長
 

「有
事
に
際
し
て
町
の
組
織
体
系

は
町
長
を
本
部
長
と
じ
、
三
役
と
各

課
長
が
副
本
部
長
並
び
に
本
離
員
と

い
う
位
置
づ
け
で
そ
の
各
課
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
分
担
事
務
に
対
応
す
る
よ
 

う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。」
 
一
 

桑
田
茂
議
員
 

一
 

「合
併
に
つ
い
て
二
町
二
村
に
加
一

え
て
青
森
、
車
力
、
稲
垣
も
含
め
た

一

議
論
も
あ
っ

て
い
い
の
で
は
な
い
 

か
。
ま
た
町
内
5
地
区
説
明
会
の
参
一

加
者
数
と
そ
の
中
で
ど
う
い
う
意
見
一

が
で
た
の
か
。」
「
八月
十
一
日
の
水
一
 
一
 

害
の
被
害
状
況
と
今
後
の
復
旧
に
か
ー
 

か
る
時
澗
と
経
費
は
ど

の
く
ら

い
 

か
。」
「吉
幾
三
の
後
援
会
の
会
長
と
 

会
員
及
び
活
動
は
ど
う
な
っ
て
い
る
 
一

の
か
。
一
 
一
 

鳴
海
町
長
 

一
 

「合
併
の
実
現
性
か
ら
金
木
以
北

二
町
二
村
か
五
所
川
原
を
含
め
た
ニ

マ
の
選
択
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か

と
発
言
し
て
き
た
が
、
二
町
二
村
に
 
一
 

鮮
簿
灘
難
務
 

森
に
つ
い
て
は
協
議
会
の
と
き
に
議

一
 

（
 

、
  

会
で
出
ま
し
た
と
い
う
こ
と
を
話
し

て
み
た
い
。
ま
た
懇
談
会
に
は
約
百

五
十
人
が
参
加
し
、
意
見
と
し
て
一

番
多
い
の
は
な
ぜ
合
併
す
る
の
か
、
 

合
併
の
メ
リ
ッ
ト

・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
 

合
併
し
な
い
と
ど
う
な
る
の
か
わ
か

ら
な
い
の
で
情
報
を
提
供
し
て
く
だ

さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。」
 
「
今
ま
で

吉
幾
三
の
ふ
る
さ
と
会
は
町
長
が
会

長
に
な
る
慣
例
で
平
成
三
年
九
月
に

設
立
、
そ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
形
で

総
会
が
開
か
れ
た
が
平
成
九
年
八
月

吉
幾
三
の
一
万
人
コ
ン
サ
ー
ト
以
来

現
在
は
休
止
状
態
に
な
っ

て
い
る

が
、
こ
れ
を
契
機
に
何
と
か
吉
幾
三

を
激
励
す
る
よ
う
な
活
動
を
改
め
て

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と

思
っ
て
い
る
。」
 

総
務
課
長
 

「水
害
の
被
害
状
況
は
、
建
物
で

床
上
浸
水
二
十
二
件
、
床
下
浸
水
三

十
三
件
、
こ
の
う
ち
居
宅
床
上
が
十
 

六
件
と
い
う
こ
と
で
被
災
世
帯
に
一
一

万
円
の
見
舞
金
を
支
給
し
た
。
農
作

物
の
被
害
は
水
稲
が
二
百
二
十
八
給

で
約
四
百
四
十
万
円
、
野
菜
が
百
九

十
八
紛
で
一
千
四
十
万
円
。
道
路
等

の
被
害
は
道
路
橋
り
ょ
う
等
が
十
五

カ
所
で
二
千
七
百
万
円
。
農
林
水
産

施
設
が
二
十
七
カ
所
で
七
千
六
百
万

円
。
防
災
対
策
費
と
補
助
対
象
外
工

事
修
繕
で

一
千
五
百
万
円
。
合
計
で

一
億
一
千
八百
七
十
万
円
、
こ
れ
に

農
作
物
等
の
被
害
を
加
え
る
と
一
億

三
千
三
百
万
円
を
越
え
る
被
害
に
な

る
。」
 

企
画
観
光
課
長
 

「吉
幾
三
ふ
る
さ
と
会
の
会
長
は

充
て
職
で
町
長
『
副
会
長
に
つ
い
て

も
充
て
職
で
議
長
と
い
う
形
に
な
っ

て
い
る
。幹
事
は
商
工
会
事
務
局
長
、
 

青
銀
支
店
長
、
町
の
関
係
者
と
総
務

課
長
で
事
務
局
が
企
画
観
光
課
と
な

っ
て
い
る
。」
 

   

 

可 決 事 項 

 

 

【議案第37号】 
平成14年度金木町一般会計補正予算（第3号）案 

【議案第38号】 
平成14年度金木町介護保険特別会計補正予算 
（第2号）案 

【議案第39号】 
平成14年度金木町国民健康保険特別会計（事業 
勘定）補正予算（第2号）案 

【議案第40号】 
平成14年度金木町水道事業会計補正予算（第 
2号）案 

【議案第41号】 
平成14年度金木町農業集落排水事業特別会計 
補正予算（第2号）案 

【議案第42号】 
金木町税条例の一部を改正する条例案 

【議案第43号】 
金木町敬老年金条例の一部を改正する条例案 

【議案第44号】 
金木町消防団条例の一部を改正する条例案 

【議案第45号】 
青森県市町村職員退職手当等組合規約の一部 
を変更する規約案 

【議案第46号】 
金木町助役の選任の件 

【議案第47号】 
平成13年度金木町一般会計歳入歳出決算の認 
定を求めるの件 

【議案第48号】 
平成13年度金木町介護保険特別会計歳入歳出 
決算の認定を求めるの件 

【議案第49号】 
平成13年度金木町国民健康保険特別会計（事 
業換算）歳入歳出決算の認定を求めるの件 

【議案第50号】 
平成13年度金木町老人保健特別会計歳入歳出 
決算の認定を求めるの件 

【議案第51号】 
平成13年度金木町水道事業会計収入支出決算 
の認定を求めるの件 

【議案第52号】 
平成13年度金木町農業集落排水事業特別会計 
歳入歳出決算の認定を求めるの件 

【報告第11号】 
専決処分した事項の報告及び承認を求めるの 
件（平成14年度金木町一般会計補正予算（第2 

号）) 

【報告第12号】 
平成13年度金木町土地開発公社決算の提出の 

 

 

件 

【議員発議7号】 
食品の安全に係る包括的法律（食品安全新法）の 
制定と新行政組織の設置に関する意見書（案） 

【議員発議8号】 
地方税源の充実確保に関する意見書（案） 

 

 

 
ノ
 

×
 

(7）広報かなぎ 



~’へ 

イ 

三鷹膚長表敬訪問 
当町と姉妹・友好関係にある三鷹市の安

田養次郎市長と市長公室長が10月17日、鳴
海町長を表敬訪間しました。 
今回の訪問は、青森市での競輪関係会議

出席のため来県し行われたものです。 
安田市長を出迎えた鳴海町長や三潟議長

らは町長室で、太宰治や合併について話が
はずんでいました。 
この後、安田市長らは、斜陽館や芦野公

園、原田りんご園など当町の観光と産業を
視察しました。 

津軽三味線会館では津軽三味線の生演奏を聴いて「本当によかった。生の演奏は違いますね」 と 

×

感激していました
。 	 ノ 

太宰会が社会参加活動で表彰 
金木町太宰会（会長＝山中治）が、これま

での活動事例が積極的な社会参加活動の模範

であると評価され、内閣官房長官から社会参
加活動顕彰状と社会参加章楯を県と町を通し

て表彰伝達されました。 
この顕彰には、全国で実践者40人、社会参

加グループ26団体が選ばれ、県内からは 1団
体のみでした。 
太宰会では、この顕彰が大きな節目となり

会の目的と活動を再確認し、今後も会長・執
行部を中心に目的達成のための活動を推進す
るとのことでした。 

× 

\ 

× 

	ノ 
I  

× '7 

I 

津軽弁を満喫 
10月19日、岐阜県からのツアー客24名が津軽

三味線会館で津軽弁講座を受講しました。 
講座は津軽地吹雪会が県外からのツアー客を

対象に行っているもので、今回受講したJAみ
のかも女性部の皆さんにはテキストが配られ、 
講師の角田周さんは単語編や会話編に分けた津
軽弁のジェスチャーをつけた早口のしゃべり方
で説明。おもわず笑い声を上げながら、自分た
ちも発音して津軽弁を楽しんでいました。 
最後に、一人ひとりに角田さんが卒業証書を

手渡しながら「帰りの飛行機から降りるときは
スチュワーデスに『へば！』とあいさつしてください」 スチュワーデスに『へば！』とあいさつしてください」と言っていました。 

× 	 ノ 

広報かなぎ（8) 



、 
I 

'1 	10月20日の早朝、嘉i 10月20日の早朝、嘉瀬小学校PTA（会長一

斉藤司）が学区内での第 2回廃品回収を行いま

した。 
この日は天候に恵まれ、地域住民や保護者と

子どもたちが古新聞、アルミ缶、空きビンなど
家にためておいた廃品を分別して次々に持ち寄

ったり、PTA役員や生活指導委員がトラック
で各家庭を回り、町内の回収に精を出しがんば
っていました。 
小学校前に集められた廃品は種類ごとに整理

され、業者に引き渡されました。これで得た収
益はもちつき大会で役立てられます。 

詳プこi拓,爪 1、 m A I市l二l Ii〒*I" 
岳1別ノI、I-,,' AKI tit liii刀y 刀“M男／"I I zllル“"r二I'IA 

多舞 	 斉藤司）が学区内でのI 
雲奉
―ー二 

/ × 

	ノ 
/ 

チャクティー民謡ショー 
今年で20回目を迎える金木町扇謡会（会長＝ 

中村政徳）の民謡・手踊りチャリティーショー 

と、これにあわせた金木町社会福祉協議会（会

長＝角田正男）主催の「ふれあい昼食会」が11 
月10日、中央公民館で開催されました。 

ショーでは手踊りや民謡、三味線などが披露

され、昼食会に招待された65歳以上の一人暮ら

しのお年寄りと町民ら約200人が大きな拍手を送

っていました。お昼には招待されたお年寄りに、 

協議会から弁当が配られ喜ばれました。 

扇謡会では福祉活動の一助になればと収益の

一部を毎回協議会に寄付しています。 

・ふれあい昼食会開催 
× 

  

  

、 

   

へ 

I 
7 

納税作I五Iコンクール『習字の離にソ噴 

八 
毎ー一、 

青森県納税貯蓄組合連合会五所川原支部主催に
よる、西北五地区の小中学生を対象とした平成14 
年度納税作品コンクールの習字の部募集で、金木

小学校 6年生の葛西李紗さんの作品が銅賞に選ば

れました。 
入賞した李紗さんは「聞いたときはビックリし

ました。いい成績がとれて良かったです」と話し

ていました。 
町からは他に佳作、奨励賞に 6名選ばれ、入賞

作品は11月16日から17日にエルムショッピングセ
ンターとイオン柏ショッピングセンターで地区ご

とに展示されました。 

× 

、 

 

	ノ 

 

⑨広報かなぎ 



東京オリンピックの年、昭和39年に金木町立喜良市中学校を卒業してから、数えてみれば、なんと38年に
もなります。月日がたつのは本当に早いものだと、しみじみ実感させられます。 

中学校を卒業してふるさと金木を離れてからというもの、五所川原の高校へ通っていた 3年間は別として

帰郷するのはせいぜい一、二度、最近に至ってはお盆の時期にたったー度だけしか帰れないことが多くなっ

てきました。それでも金木のことは、片時も忘れることはありま

せん。忘れるどころか年々望郷の念が強くなってきます。 

金木で過した時間よりも金木を離れてからの年月のほうが遥か

に長いというのに不思議なものです。こうした中で、 「東京ふる

さと金木会」 を知り入会させていただきました。今は私にとって

ふるさと会は、同郷の者がふるさとに想いを馳せながらお互いを

励まし合うという意味においても、大切な存在と感じています。 

「広報かなぎ」が毎月配布されることも会員になってよかった

と思う点です。ふるさと金木の様子を知ることは、不思議なこと

に自分自身のカタルシスにもなるのです。 「広報かなぎ」は、 「ふ

るさとに恥じるようなことをするな！」 「ケッパレよ！」 と、そ

んなメッセージを送っているように思えてきます。そして、一通

り目を通した後は、実にサッパリした気分になります。 

金木は、私の心の支えです。長い間遠く離れていても、 「東京ふるさと金木会」会員の皆さんと共に我が

ふるさと金木の発展を願わずにはいられません。 

ふるさとの皆さん。東京、関東方面に親戚、知人が在住でしたらぜひ東京ふるさと金木会のことをお知

らせください。 

【東京ふるさと金木会事務局】 

〒170-0002 東京都豊島区巣鴨1-3-22 アドニス天野2F 加藤税理士事務所内 

TEL 03-3942一8825・FAXO3 一 3942一9171 
※東京ふるさと金木会忘年会を12月15日（日）に東京都秋葉原の 「肉の万世」 で12時から開催しますので、関 
東在住の知人、友人にお知らせください。 

国
民
年
金
摘
報
 

＠
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
き
せ
ん
か
 

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
ー
か
月
と
な
り
ま
し

た
。
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
た
月
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
る
と
将
来

受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
 

例
年
、
農
作
物
の
収
穫
が
終
っ
た
十
一
月
か
ら

十
二
月
に
か
け
て
納
め
て
い
る
人
も
お
り
ま
す
が
、
 

こ
の
時
機
を
逃
す
と
未
納
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。
 

ご
自
分
の
豊
か
な
老
後
の
た
め
に
も
、
毎
月
の

国
民
年
金
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

＠
国
民
年
金
の
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
き
弓
 

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
 

平
成
十
四
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
に
納

め
ら
れ
た
保
険
料
は
、
「社
会
保
険
料
控
除
」
と
し

て
全
額
が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
 

申
告
で
き
る
の
は
、
平
成
十
四
年
分
の
保
険
料

の
他
に
、
過
去
の
期
間
で
未
納
や
免
除
を
受
け
て

い
た
分
を
平
成
十
四
年
中
に
納
め
た
保
険
料
額
に

な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
ご
自
分
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、
家
族

の
分
と
し
て
納
め
た
保
険
料
額
も
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。
 

【平
成
十
四
年
の
定
額
保
険
料
額
】
 

・

月
額
 
一

万
三
千
三
百
円
 

・

年
額
 
十
五
万
九
千
大
百
円
 

4
 

      

      

雪馴東京ふるさと金木 
東京都小平市の陸上自衛隊小平駐屯地に勤務し、本会の副会長を務めている

喜良市出身で陸上自衛隊2等陸佐の今修治さんのお便りを紹介します。 
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血
圧
な
ど
は
、
長
年
の
積
み
重
ね

に
よ
っ
て
病
気
を
引
き
起
こ
す
と

言
わ
れ
る
危
険
因
子
で
す
。
 

た
と
え
ば
、
五
年
間
毎
晩
三
合

の
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
人
が
い
た

と
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
人
が
人
間

ド
ツ
ク
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
肝
機

能
は
正
常
と
い
う
結
果
が
出
た
と

し
ま
す
。
そ
れ
を
知
っ
た
ご
本
人

は
 「
や
れや
れ
、
俺
の
肝
臓
は
健

康
だ
。
こ
れ
か
ら
も
大
い
ば
り
で

酒
が
飲
め
る
ぞ
。」
と
自
信
を
得

て
、
そ
の
後
も
毎
晩
晩
酌
を
続
け

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
か

ら
の
人
間
ド
ツ
ク
は
、
そ
う
は
い

き
ま
せ
ん
。
 こ
の
人
の
こ
れ
ま
で

の
病
歴
や
生
活
習
慣
、
過
去
の
人

間
ド
ッ
ク
の
検
査
値
な
ど
を
総
合

的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
「今
の
と

こ
ろ
、
あ
な
た
の
肝
臓
は
正
常
で

す
。
し
か
し
、
も
し
こ
の
ま
ま
晩

酌
を
続
け
れ
ば
〇
年
後
に
は
、
お

そ
ら
く
肝
硬
変
か
肝
ガ
ン
に
な
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
結
果
、
寿
命
は

〇
年
短
く
な
り
ま
す
よ
。」
と
い

う
警
告
ま
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
今
か
か
っ
て
い
る

病
気
の
早
期
発
見
よ
り
も
、
病
気

そ
の
も
の
の
予
防
を
目
的
と
し
た

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
指
導
に
、
人

間
ド
ツ
ク
は
変
わ
っ
て
い
く
で
し
 

血
圧
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
生
活
習
慣
病
と
呼
ば
れ

る
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
癌
も
増
え
て
き
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
病
気
は
、
感
染
症
の
よ

う
に
熱
や
発
疹
が
出
る
わ
け
で
は

な
く
、
本
人
も
気
づ
か
な
い
う
ち

に
少
し
ず
つ
忍
び
寄
っ
て
く
る
も

の
で
す
。
 

つ
ま
り
、
働
き
盛
り
の
年
代
の

方
は
、
当
人
が
元
気
な
つ
も
り
で

い
て
も
、
体
を
詳
し
く
検
査
し
て

み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
あ
ら
と
い

う
か
、
問
題
箇
所
が
発
見
さ
れ
る

こ
と
が
よ
く
あ
る
の
で
す
。
 

し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
い
く

ら
早
期
と
は
い
え
、
病
気
が
発
見

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に

病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ

け
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
も
う
本
来

の
予
防
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
私
た
ち
は
、
人
間
ド
ツ
ク
で
早

期
に
病
気
を
発
見
す
る
こ
と
を
一
一

次
予
防
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
し

た
。
 

で
は
、
一
次
予
防
と
は
何
な
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
病
気
の
発

生
そ
の
も
の
を
予
防
す
る
こ
と
で

す
。
病
気
を
起
こ
す
原
因
の
多
く

は
、
衣
食
住
な
ど
の
生
活
環
境
の

中
に
あ
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
、
 

タ
バ
コ
、
ス
ト
レ
ス
、
過
労
、
高
 

よ
、つ
。
 

近
痩
せ
て
き
た
と
か
、
し
ば
し
ば

胃
が
痛
む
と
か
、
下
痢
を
す
る
と

か
、
だ
る
い
な
ど
と
い
っ
た
明
ら

か
な
自
覚
症
状
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
病
院
へ
行
か
な
い
で
ど

う
せ
す
ぐ
人
間
ド
ッ
ク
に
入
る
の

だ
か
ら
、
そ
の
時
つ
い
で
に
見
て

も
ら
お
う
な
ど
と
い
う
方
が
い
ま

す
。
 

あ
る
い
は
、
反
対
に
体
の
具
合

が
悪
い
か
ら
人
間
ド
ッ
ク
に
入
ろ

う
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
明
ら
か
に
間
違
っ
た
考
え

方
で
す
。
ど
こ
か
具
合
が
悪
く
な

っ
た
時
は
病
気
が
疑
わ
れ
る
の
で

す
か
ら
、
す
ぐ
に
そ
の
専
門
外
来

に
行
っ
て
診
察
し
て
も
ら
う
こ
と

で
す
。
 

人
間
ド
ツ
ク
は
、
何
も
自
覚
症

状
の
な
い
人
か
、
あ
る
い
は
何
か

あ
る
と
し
て
も
多
少
血
圧
が
高
い

と
か
、
尿
に
糖
が
出
る
と
か
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
い
と
か
い

っ
た
日
常
生
活
を
送
る
の
に
は
さ

し
さ
わ
り
が
な
い
程
度
の

一
般
的

な
症
状
を
示
す
人
が
、
他
に
何
か

大
き
な
病
気
が
隠
れ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
か
ら
、
念
の
た
め
に
チ

エ
ッ
ク
を
受
け
よ
う
と
い
う
と
き

に
受
診
す
る
こ
と
で
あ
る
。
 

こ
の
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
な
い

で
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
 

み
な
さ
ん
方
の
多
く
は
、
人
間

ド
ツ
ク
に
入
れ
ば
ど
ん
な
病
気
で

も
発
見
で
き
る
と
勘
違
い
し
て
い

ら
つ
し
や
る
よ
う
で
す
。
高
い
お

金
を
払
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
病

気
を
全
て
見
の
が
さ
ず
に
見
つ
け

て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
は
わ
か

り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
人
間
ド

ッ
ク
に
も
限
界
が
あ
っ
て
、
何
も

か
も
全
て
の
病
気
が
分
か
る
わ
け

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
当
然
の
こ
と

で
す
が
、
人
間
ド
ツ
ク
で
わ
か
る

の
は
、
検
査
し
た
項
目
に
関
わ
る

病
気
だ
け
で
す
。
 

勘
違
い
と
言
え
ば
も
う
ー
つ
、
 

現
在
何
か
病
気
を
も
っ
て
い
て
医

者
に
か
か
っ
て
い
る
人
が
「
自
分

は
医
者
の
管
理
を
受
け
て
い
る
か

ら
、
い
ま
さ
ら
人
間
ド
ツ
ク
な
ど

受
け
な
く
て
も
大
丈
夫
」
と
安
心

し
て
し
ま
い
が
ち
な
こ
と
で
す
。
 

し
か
し
、
こ
れ
も
間
違
い
で
す
。
 

何
か
の
病
気
で
通
院
し
て
い
る
人

で
も
や
は
り
定
期
的
に
、
全
身
を

ト
ー
タ
ル
的
に
見
て
く
れ
る
人
間

ド
ッ
ク
ゃ
健
康
診
断
を
受
け
た
ほ

う
が
、
自
分
の
健
康
を
守
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
え
ま
す
。
 

人
間
ド
ッ
ク
は
あ
く
ま
で
も
、
 

本
人
に
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
し

て
い
る
病
気
を
発
見
す
る
の
が
狙

い
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ど
う
も
最
 

皆
さ
ん
は
お
そ
ら
く
、
子
ど
も

の
頃
は
毎
年
学
校
で
身
体
検
査
を

受
け
ら
れ
た
で
し
ょ
う
し
、
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
は
、
会
社
や
町

が
実
施
す
る
健
康
診
断
を
定
期
的

に
受
け
て
い
ら
つ
し
ゃ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
あ
ま
り
体
に
故
障
が

起
き
な
い
若
い
う
ち
は
、
ご
く
基

本
的
な
健
康
診
断
で
も
い
い
の
で

す
が
、
年
を
重
ね
る
に
し
た
が
っ

て
、
よ
り
詳
し
い
健
康
チ
ェ
ッ
ク

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
 

四
十
歳
を
過
ぎ
て
中
年
と
い
わ

れ
る
年
代
に
さ
し
か
か
る
と
、
高
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田 歩波 参渡ちゃん／七 成田 磨英大くん 	塚本 毛集ちゃん 

]22日生） 	 (10月15日生） 	 (9 月28日生） (10月22日生） 

仲よくしようね 	 スクスクと 元気に育ってネ I 	大きくなって、裕太と遊ぼうね 
（姉 志帆より） 	（両親 孝彦・佐恵子より） 	 （母 尋子より） 

×、 	 ーノノ 

し
た
。
 

お
詫
び

と
訂
正
 

広
報
か
な
ぎ
十
月
号
に
誤
り
が
 

あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫
 

び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

▼
十
ペ
ー
ジ
 

「お
し
あ
わ
せ
に
」
欄
の
小
林
 

政
貴
さ
ん
が
小
川
に
な
っ
て
い
ま
 

お
し
あ
わ

せ
に
 

（
古
川
 
寿
人

（
政信
）
喜
良
市
 

「
小
山
内
沙
織
（
弘
幸
）
木
造
町
 

（
三
上
 和
聡
（
幸
芳
）
中
里
町
 

〈
秋
元
真
由
美
（
秀
樹
）
藤
 
枝
 

（
松
橋
 
新二
（
昭
子
）
喜
良
市
 

「
阿
部
 幸
子

（
重光
）
埼
玉
県
 

津成塚下 

田 田本山 士1 
」ヒ，ュ磨 -I-Aにか土’~ 
乙Jjい‘央おレ‘プ七ーめ 

讐凸警讐で 
孝孝孝泰 
誠彦哉治 と 

嘉金金金 つ

瀬木木木 

こ
の
欄
は
金
木
町
に
住
所
を
有
し

て
い
る
方
々
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
町
民
課

窓
口
に
届
出
の
際
申
し出
て
下
さ
い
。
 

長阿泉泉中千田桑

尾部谷谷谷葉村 

憲昭良文 ミ

康治七雄キ 

(7
4才
）
川
 
倉
 

(8
2才
）
川
 
倉
 

(6
0才
）
金
 
木
 

(7
6才
）
神
 
原
 

キ
（
9
1才
）
川
 
倉
 

タ
ミ
（

9
1才
）
喜
良
市

嘉
英

（7
7才
）
喜
良
市
 

（
」
啄
聾
一艶
野
嚇
 

轟
嘉
一
轟
一
望葬
 

田

清
三
郎
（
8
5才
）
喜
良
市
 

お
 
く
 
や
 
み
 

＠
お
譲
り
し
ま
す
 

＊
 
「広
報
か
な
ぎ
」
二

O
O
O年

四
月
号
か
ら
二
〇
O
一
年
三
月

号
ま
で
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
十

ニ
ケ
月
分
の
処
分
に
伴
い
、
お

譲
り
い
た
し
ま
す
。
 

ご
希
望
の
方
は
、
役
場
企
画
 

ユ
伝
言

目
板
且
 

観
光
課
広
報
担
当
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
い
方
 

は
企
画
観
光
課
ま
で
 

×
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拳‘梅型皇尋娠‘嶋尋嶋謝女此尋撫‘嶋J躯」晦」帳雄し」雄準 

」（襲ぎ鋸館万11UftQ『 
謝 このたび、めでたく「かなぎ公民館プライ 泉 

‘ ダル」（企画・進行＝事務局「金木町中央公 皇
で 民館」）によりカップルとなられた方々をご ご 
肴 紹介いたします。 	 雫 

き ,J.の__I_ jddin.. と 
考 ’叫クlP馴ザ七一 Jて f 冬

諸 
諸 

諸 

諸 
諸 
諸 

諸 一，」， 
~~ 審 鷺 I 	新婦入山恵さん（横浜市） ' 
』 ★ご結婚をご予定されている方は、お気軽に金木町 L 
希 中央公民館（丑53-3581）にご相談ください。すべ 奉
婆 て事務局が手配いたします。また、おニ人のお名 血
て 前と結婚記念日を刺しゆうした豪華桐箱入アルバ ご
考 ムの記念品等々たくさんの特典があります。 き 

兼謝””‘朔ド湖‘酬ド噺”膏，”""”滞，雨泰 

い
人
口
と
世帯
 

 

× 
10月末現在 前年同月比

男 5,619人 △ 76人 

女 	6, 246人 △ 46人 

計 11,865人 △122人 

	

世帯数 4,062 	△ 14 
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